
「各分科会活動報告と今後の方向性」

各分科会代表



動脈硬化予防啓発分科会

中間報告

2021年１２月３日

動脈硬化予防啓発分科会

座長 大内尉義
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webサイト「血管健康くらぶ」による啓発活動

■2021年6月1日から運用開始

・一般社団法人動脈硬化予防啓発セン
ターからwebサイトシステム、コンテンツ
データおよび著作権の移行が5月末に
完了。

・6月1日から市民への啓発活動を継続

運用。
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webサイト「血管健康くらぶ」による啓発活動

■コンテンツの更新

●「なんでも相談室」に過去の質問と回答を追加。
＜掲載した質問内容（回答は略）＞

「高血圧」 （９月５日up）

病院で血圧を測ると高くなります。自宅では高くないのに・・・ （男
性・70代）／血圧の変動が激しいのですが・・・ （男性・70代）

「薬・サプリ」 （１０月8日up）

コレステロールを下げる薬で、スタチンとエゼチミブの違いは？
（女性・70代）／コレステロールを下げる薬（スタチン）をやめる目
安は？ （男性・50代）

「健康診断・検診」 （11月8日up）

胸部レントゲンで動脈硬化がわかるの？ （女性・50代） ／ non

HDLコレステロールが200を超えて・・・ （男性・50代）

●「用語集」に用語解説を追加予定。
8



webサイト「血管健康くらぶ」による啓発活動

■Facebookを活用

「血管健康くらぶ」の公式Facebookに
投稿記事を掲載し、webページへのア
クセスを促している。

■アクセス数（閲覧数・訪問者数）

・6月は移行の点検作業を含む。

・7月にいったん落ち込んだが、8月から
順調な回復を見せている。
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循環器病予防eラーニング講座による人材育成

■2021年6月1日から運用開始

5月末に一般社団人動法脈硬化予防啓発
センターからコンテンツデータおよび著作
権の移行が完了。

■新規受講者増への施策

9月10日にチラシ（2種類）を医療系大学
（約250校）および日本循環器病予防学会
の理事・監事・評議員の方々（約200人）
に配布。
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循環器病予防eラーニング講座による人材育成

■新規受講者数
2021年６～１０月の新規受講者数は１４４人（前年同
期間は３６８人）。 ※2013年開講からの累計は6214人。

＜新規受講者減の要因＞

・コロナ禍において例年行われていたセミナー等が中
止となり、活用が少なかったことが影響している。

・2021年3月に3講義を追加したが、例年に比べ追加
数が少なく、講座の新鮮味に欠け、広告効果を出し
きれなかったことも要因の一つ。

■新講座開講の検討

フレイルに関する講座の開講を検討中。
11



動脈硬化予防啓発分科会設立記念シンポジウム
動脈硬化予防啓発分科会が2021年4月に発足後、順調に滑り出したことを記念して以下の要領で開催予定。

日 時：2021年１２月13日（月） 14：00～16：30

形 式：Webでのライブ配信

内 容： １） Smart Wellnessと動脈硬化（30分）

大内尉義（虎の門病院、SWC協議会 動脈硬化予防啓発分科会座長）

２） 動脈硬化により起こる病気―その診断と治療（30分）

今井 靖（自治医科大学、SWC協議会 動脈硬化予防啓発分科会メンバー）

３） 動脈硬化予防のためのライフスタイル（30分）

岡山 明（生活習慣病予防研究センター、SWC協議会 動脈硬化予防啓発分科会メンバー）

４） 脳卒中・循環器病対策基本法とそのねらい（30分）

中村正和（地域医療振興協会ヘルスプロモーション研究センター、SWC協議会 動脈硬化予防
啓発分科会副座長）30分

まとめ （10分）

大内尉義（虎の門病院、SWC協議会 動脈硬化予防啓発分科会座長）
12



フレイル啓発プロジェクトとの合同シンポジウム
動脈硬化の進行とフレイルの発症との関連性が注目されている。

そこで、両者の関連性を踏まえ、それぞれの病態の理解とその予防に焦点を

あてたフレイル啓発プロジェクトとの合同シンポジウムを開催する。

開催：来年度実施予定

形式・内容：今後両者で詰めていく
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２０２1 年一般社団法人スマートウエルネスコミュニティ協議会 中間報告会

■第５期

• 自治体連動フレイル啓発イベントの実施
2022年02月01日:飯塚市フレイの日記念講演会(予定)

• 「フレイル」商標申請・審議中

• フレイル啓発プロジェクトメンバー増員
新規加入 ; 東京電力エナジーパートナー株式会社
企画提案 ; 株式会社NTT東日本-関信越

14

分科会・PJ名： フレイル啓発プロジェクト



分科会活動報告

「健幸アンバサダー・人材育成分科会」
（健幸アンバサダーPJの進捗状況を含む）

清水精一 副座長
（大塚製薬株式会社 部長）



中間報告会
健幸アンバサダー・人材育成分科会

２０２１年１２月３日
健幸アンバサダー・人材育成分科会 座長 大野裕

2020年度「第9回 健康寿命をのばそう！アワード」
厚生労働省健康局長優良賞受賞
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2021年度 健幸アンバサダー(SWA:Smart Wellness Ambassador)活動方針

１．多様な健康課題解決に向け、健康課題に見合った情報を拡散
地域の健康課題とターゲット層（高齢者・就労層・妊産婦・子供）に応じた情報提供

各地域で有効な広報手段を活用した情報拡散（ケーブルTV・SNS・コロナワクチン接種時等）

SWAの養成拡大を図るためのファシリテータ（講師）養成

２．コンテンツ作成（SWA通信）
【重点テーマ】●ウェルビーイング ●生活習慣病・介護予防 ●健康二次被害

●子供の心身の健康 ●妊産婦の心身の健康 ●高齢者のフレイル予防 等

【新しい取り組み】

看護・福祉・健康づくりに関する大学生との連携（大学教員用の教材・マニュアルを作成）

キッズSWA（小学生）養成のためのコンテンツ作成（講習テキスト・動画、講師用マニュアルも作成）

３．SWA活動の活性化

川柳コンテスト開催、「こころコンディショナー」との連携、COPD（慢性閉塞性肺疾患）予防動画の配信

４．事業の効果検証 SWAのインフルエンス力や情報拡散に与えた影響度等に関する分析評価

５．厚生労働省健康局「地域の健康増進支援活動支援事業」として採択

赤字：事業計画後の追加事項



［埼玉県］
・美園タウンマネジメント １０９人
・美里町 １７０人

［福島県］
・伊達市 ３２人
・会津若松市 １６９人

［新潟県］
・見附市
４７３人

・こぶし園
１９人

［兵庫県］
・川西市 １５３人
・西脇市 ２４５人

［大阪府］
・阪南市 ４３人
・高石市 １２５人
・大阪いずみ
市民生活協同組合
３１３人

［千葉県］・白子町 99人
・三井不動産 ９０人
・つくばウエルネスリサーチ ４１人

［静岡県］
・静岡県 ・磐田市
９９４人 ３０７人

・三島市 ・松崎町
４６０人 ３０人

・島田市 ・静岡県食育協会
２８９人 ３１８人

・損害保険ジャパン ・清水町
６１人 １２人

・ＳＯＭＰＯひまわり生命保険
１３人

［山形県］
・中山町
１５６人

［愛知県］
・安城市 ３６人
・田原市 １０２人
・スギホールディングス
１２０人

・岡崎げんき館市民会議
９６人

［京都府］
・八幡市
２８５人

・南丹市
１１９人

［鹿児島県］
・指宿市
３３０人

［北海道］
・札幌市 ３３４人
・苫小牧市 ２６４人
・名寄市立大学 ２６人

［秋田県］
・湯沢市 ２３３人

養成人数
：1,000人以上

： 500人以上

： 300人以上

： 300人未満

［岩手県］
・遠野市 ２６４人
・滝沢市 ６６人

累計養成人数（2021.11.7現在）

合計２４，３４２人

47都道府県で２万４千人の健幸アンバサダーが活動中

［茨城県］
・クラフト ２９人
・もりや市民大学 ３人

［山口県］
・宇部市 ４６５人

［東京都］
・多摩市
３９人

［福岡県］
・飯塚市 ３２０人
・川崎町 ８９人
・田川市 ４２人

［広島県］
・耕道会館
７２人

・第一生命 １０６６人 ・白寿生科学研究所 １,２８９人

・イオンリテール ８７８人 ・森永乳業 １５５人

・タニタヘルスリンク ９４人 ・大塚製薬 ３０人

・健康・体力づくり事業財団 １８人 ・SWC協議会 ２９人

・筑波大学 １１人 ・日本未病システム学会 １１人

・武蔵野大学 ４０人

他16団体54人

［宮崎県］
・小林市 １１５人

ファシリテータ（講師）
１５６人（2021.10.30現在）

キッズアンバサダー
９０人（2021.11.12現在）
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［全国47都道府県］・カーブスジャパン1,850店舗 12,166人

［奈良県］
・田原本町
200人

［愛媛県］
・西条市 ９０人

［徳島県］
・美馬市 ３４人

［栃木県］
・足利市 ７人



足利市（11/12実施）、島田市（12/24実施予定）で開催
講師用のマニュアルやテキスト等を作成し、今後、全国展開を図る

項目 時間 内容

キッズ健幸アンバサダーの使命と役割 10分 我が国の健康課題を理解し、社会貢献の意識を醸成する

生活習慣病予防 15分 クイズ形式で生活習慣予防について学ぶ

健康と運動 15分
実技

体を動かしながら、運動をすることのメリットやしないことのデメリットについて学ぶ

大切な人への情報の伝え方 10分 身近な大人に情報を伝達する手法を理解する
（クイズ・ロールプレイ・発表）

カリキュラム

2021年度実施計画 キッズSWAの養成拡大

目的 ① 子どもたちの健やかな健幸のためのヘルスリテラシーを向上できる
② 家族や祖父母など、身近な大切な人に、健幸情報を伝えることができる
③ 我が国の健康課題を理解し、社会貢献の意識を醸成する



教員・学生の声：就職活動において専門性をアピールする材料となる

・就職活動の面接時にSWA資格がPR材料になった。

・大学進学率が72％で大学の卒業証書だけでは、就職が難しくなっている。

・SDGsの取り組みとして実施

武蔵野大学（8/24実施）名寄市立大学（10/4実施）で開催

看護・福祉・健康関連大学での授業やゼミとしてSWA養成を実施

8月24日武蔵野大学での様子
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１．こころコンディショナーの利用（作業中）
・公式HPから「こころコンディショナー」を健幸アンバサダーが利用

できるよう整備

２．COPD（慢性閉塞性肺疾患）動画の配信
・一般社団法人クリーンエアとアストラゼネカ社と連携し、「COPD」予防の動画を

健幸アンバサダーフォローアップ講座での動画として活用

３．公式LINEからのスギ薬局ポイント付与（作業中）
・公式LINE登録者がスギ薬局のポイントが付与されるよう連携

健幸アンバサダーの活動の活性化に向けた連携



課
題

講座受講時間の確保が難しい
対
策

新人研修や健康関連事業に
携わる職員を対象に養成 コロナ禍でも自宅で資格取得

養成拡大

好きな時間にeラーニングを活用して受講

eラーニングシステムの活用

公式HPより直接受講できる新eラーニングシステムを開始

学生のカリキュラムとして活用



オンライン型ファシリテータ養成講座の開催
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【目的】ファシリテータの追加養成でコロナ禍でも全国で自律的に健幸アンバサダー
を養成できる基盤の確立

【開催概要】
開催日時：8月19日（木）
開催場所：オンライン（足利市）
資格取得者：7名

開催日時：9月30日（木）
開催場所：オンライン（大阪いずみ市民生活協同組合）
資格取得者：12名

開催日時：10月25日（月）
開催場所：オンサイト（福島県食育協会）
資格取得者：42名

開催日時：11月5日（金）
開催場所：オンライン（SWC協議会）
資格取得者：合否審議中
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川柳コンテストおよび表彰の実施

【目的】健幸アンバサダー活動の活性化

１．川柳コンテストを開催
【実施概要】
募集期間：10月1日（金）～10月31日(日)
審査方法：健幸アンバサダー実行委員会とHPからの一般投票
受賞発表：大賞1名・優秀賞2名をHPに掲載
応募作品：130作品応募（現在投票受付中）

２．その他、活動実績に応じた表彰制度実施中

【昨年受賞作品】
健幸の タスキが渡る ご町内 ペンネーム ほり・たく

健幸は 歩いた利子で 幸齢者 ペンネーム 春爺

健幸が 届く嬉しさ 病み上がり ペンネーム ぴろぴ

健幸を 口から口へ マスクして ペンネーム 西東南北

健やかを 幸につなげる 伝道師 ペンネーム 桃李

健幸へ 全集中だ アンバサダー ペンネーム らくちゃん

投票
お願いします



「健幸アンバサダー通信」配信実績

適度な運動 適切な食生活 禁 煙

健診・検診の受診

Vol.6
サルコペニア予防と
筋力トレーニング

Vol.8 ダイエット

Vol.10
いきいきカラダ
習慣

Vol.12
フレイル予防
（運動）

Vol.15 座りすぎ予防

Vol.16 脂肪筋と糖尿病

Vol.2 生活習慣病予防

Vol.8 ダイエット

Vol.10
いきいきカラダ
習慣

Vol.11 高血糖

Vol.13
フレイル予防
（口腔・栄養）

Vol.16 脂肪筋と糖尿病

コロナ感染予防関連

臨時

配信
COPD

Vol.7 保健指導のすすめ

臨
時
配
信

免疫力を高める運動編

免疫力を高める栄養編

隠れCOPD を発見して、
新型コロナウイルスに備
えましょう!

Vol.22 健康二次被害

Vol.23 健康二次被害

Vol.1 健幸とまちづくりの関係

Vol.３ 自治体別がん情報

Vol.9 認知症

Vol.14 社会的フレイル

Vol.17
歯と口腔の健幸
オーラルフレイルに注意！

Vol.18 こころの健康づくりを保つコツ

Vol.19
あなたと大切な人の命を守る
防災

Vol.20 女性の健康

Vol.21 フレイル予防

Vol.24 子どもの健康

Vol.25 妊産婦の心身の健康

Vol.26 高齢者のフレイル予防

臨時

配信

睡眠負債ためていませんか

熱中症予防
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2021年度発行済み

協賛団体募集中！

2021年度発行予定

その他



開催日 内容

実行委員会 2020年6月17日 ・2021年度の委員の選出、活動計画の検討
・健幸アンバサダー養成者拡大策と活動活性化策の検討
・健幸アンバサダー通信の配信方針の検討

編集委員会 2020年6月17日 ・健幸アンバサダー通信の配信方針の検討

5回の通信発行月前に適宜
WEBもしくはメール会議

・健幸アンバサダー通信内容の編集

健幸アンバサダー通信
認証委員会

5回の発行月前にメール審議

健幸アンバサダー・人材育成分科会開催実績
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分科会活動報告

「ＡＩ・情報銀行データ利活用分科会」

岡田 幸彦 座長

（筑波大学 准教授）



AI分科会/SWCDCC会合
2021年12月中間報告資料
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

• データ利活用の事例開発と啓発
• 情報銀行活用の事例開発と啓発
• SWC-AIの啓発と進化
• SWCDCC(Smart Wellness 

Community Data Collaboration 

Consortium)での事例開発
• Co-creative Digital Innovation for 

Smart Wellness Communityの事例
開発

上記を活動の軸としつつ、「健康×AI」、
「データヘルス/コラボヘルス」等、分科会
参加企業に広くメリットある話題の提供及
びビジネス創出に向けた分科会を企画、
実施。

2021/4/7

①データ利活用

2021/7/9

②情報銀行関連

2021/10/26

③AI×健康

活動方針 主な活動実績（分科会開催）

AI分科会/SWCDCC会合 第5期活動について

2021 2022

2022/X/XX

④TBD



AI分科会/SWCDCC会合 活動実績①

4/7開催分科会

プレゼンター

テーマ ヘルスケアサービス・ソフトウエア開発における規制等の動向について

ディスカッション概要

データ収集・活用を主とするヘルスケアサービスを展開する上で、特に留意が必要と思われる下記論点に
ついて、現状の議論状況や規制状況についてプレゼンターより説明、紹介した後、参加会員にてディスカッ
ション。
1. プログラム自体の医療機器該当性について

疾病治療を目的としたものについてどのように考えるべきか（患者への疾病治療の寄与度、独自の
アルゴリズムの有無など、当該プログラムのリスク蓋然性の程度など）

2. 民間PHRを巡る議論について
法人間での個人情報の扱いについては各種制限がある中で、個人のPHR活用が期待されている。
現在の主な論点（PHR事業者の該当性判断、PHRサービスに定義について等）を俯瞰し、意見交換。

オムロンヘルスケア株式会社 鹿妻洋之 渉外担当部長



AI分科会/SWCDCC会合 活動実績②

7/9開催分科会

プレゼンター

テーマ データ利活用（情報銀行含む）による地域活性化について

ディスカッション概要

データの利活用し、地域経済や地域コミュニティの活性化を目指しているフェリカポケットマー
ケティングによる最新の取り組み事例や今後の展望を紹介。

【主な内容】

• 地域通貨やアプリを介したポイントサービスなどを活用した地方創生事業や地域経済の循
環を企図した事例紹介

• 地域課題の解決のためのデータ利活用、ソリューション
• 課題多き環境の中で、幸福感に対する意識変容、行動変容を促し、さらに価値観の変容

を目指す同社の今後の取組み。目指す世界観

フェリカポケットマーケティング㈱ 納村哲二 代表取締役社長



AI分科会/SWCDCC会合 活動実績③

10/26開催分科会

プレゼンター

テーマ
デジタル技術と医療の融合によるスマート医療・スマートヘルスケア社会の構築

～地域新産業の創出に向けて～

ディスカッション概要

第3回日本サービス大賞・厚生労働大臣賞および審査員特別賞を受賞したAI問診ユビーの開発背景や生
活者接点で発展したAI受信相談ユビーの開発及び取り組みをプレゼンターより紹介。さらに自治体との連
携による地域包括ケアとしてAIがスマートウエルネスコミュニティに貢献する可能性を参加者と議論。

【主な内容】
• 医療現場の課題、医師の働き方改革（事務作業の効率化）→AI問診ユビーの開発
• 医療と患者のメディカルディスタンスにおける課題→AI受診相談ユビーの開発
• 地域医療に対するAI技術の活用へ

「早期発見・早期受診」、「かかりつけ医支援」、「病診連携」をAIで下支えし、医療資源の最適配分の
実現へ

Ubie株式会社 阿部吉倫 共同代表取締役 医師



AI分科会/SWCDCC会合 今後に向けて（FY22~）

開催形態 コンテンツ案

プロジェクトベース案

セミナー企画・情報発信案

• 会員団体が抱えている課題感やニーズを共有し、その具体的なソリュー
ションについてのアイディエーションやディスカッションを行う。（例：会員自
治体が抱えている課題など）

• 課題ドリブンで会員団体間におけるニーズとシーズのマッチングを探る。

データ利活用、AI、ヘルスケア等、参加企業にメリットあるテーマについての
情報発信やセミナーコンテンツの企画

FY21ではオンラインでの情報発信がメインであったが、FY22では課題解決型の
分科会の開催も視野に入れた活動を目指す。



分科会活動報告

「スポーツ・レガシー分科会」
（健幸スポーツの駅＆

健幸コンシェルジュPJの進捗状況を含む）

河野 一郎 座長

（東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 副会長）
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スポーツ&レガシー分科会
- 2021年（令和３年）度の中間報告 -
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2021年（令和３年）度の中間報告 スポーツ&レガシー分科会

健幸スポーツの駅・健幸コンシェルジュの拡大2

スポーツ療法の推進3

・ 11/16(火）静岡県清水町にて「健幸コンシェルジュ養成講座」を実施し、町職員(保健師や管理
栄養士等)、町スポーツ施設等の指導員、地域スポーツクラブ等の指導員 等 28名を新たに
「健幸コンシェルジュ」に任命。

・ コミュニティを対象に、地域内の自治体・民間の健康増進メカニズムに医療機能を組み込む。
・医療関連プレーヤーとして、医師に加え、健康・福祉事業者（保健師等）を想定。
・新しい発想での社会保障を目指す。

コロナ禍におけるTokyo2020大会「選手村」フィットネスセンターの活動
〜Medical Conditioning と Physical Conditioning の 連携〜 〜

コロナ禍における「スポーツと健康」についての検討1
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2021年（令和３年）度の中間報告 スポーツ&レガシー分科会

コロナ禍におけるスポーツ
- 選手村におけるフィットネスジムの事例 -
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2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会コロナ禍におけスポーツ- 選手村におけるフィットネス事例の事例 -



40

2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会コロナ禍におけスポーツ- 選手村におけるフィットネス事例の事例 -
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2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会コロナ禍におけスポーツ- 選手村におけるフィットネス事例の事例 -
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2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会

4
2

延べ利用人数 54,039人

ピーク時 約 3,000人/日

2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会コロナ禍におけスポーツ- 選手村におけるフィットネス事例の事例 -

オリンピック 開村（7月13日）〜閉村（8月11日）
開会式 7月23日 閉会式 8月8日

※R-body project 様より資料ご提供
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2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会

4
3

延べ利用人数 17,953人
（Aa:7,944人、Ao他:10,009人）
※Aa⇒選手 Ao他⇒監督、コーチ、団長

ピーク時 約 1,300人/日

2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会コロナ禍におけスポーツ- 選手村におけるフィットネス事例の事例 -

パラリンピック 開村（8月17日）〜閉村（9月8日）
開会式 8月24日 閉会式 9月5日

※R-body project 様より資料ご提供
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2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会

Conditioning  area ①

Machine  Area

Free Weights Area

Cardio Area

Conditioning  Area ②

139㎡
135㎡ 133㎡133㎡

247㎡

496㎡

638㎡

530㎡

340㎡

Fitness Centre 2
540㎡

Fitness Centre 1
2,251㎡ Conditioning  Area ③

100㎡

2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会コロナ禍におけスポーツ- 選手村におけるフィットネス事例の事例 -

東京大会

Cardio 23%

Machine 10%

FreeWt 21%

Conditioning 46%

Cardio Area

Machine  Area

Free Weights Area

Conditioning  Area

【 マルチファンクションコンプレックス（MFC） 】 ３階 フィットネスセンター2,791㎡

※R-body project 様より資料ご提供



45

2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会

4
5

CSM 32名
FCOC 39名

2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会コロナ禍におけスポーツ- 選手村におけるフィットネス事例の事例 -

※R-body project 様より資料ご提供
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2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会コロナ禍におけスポーツ- 選手村におけるフィットネス事例の事例 -

※R-body project 様より資料ご提供
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2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会

トータルコンディショニングサポート
Core Activity

Medical Conditioning ←→ Physical Conditioning
(Polyclinic )                     （Fitness Center）

レガシーとしてスポーツ医療のWorld Standardに

2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会コロナ禍におけスポーツ- 選手村におけるフィットネス事例の事例 -

※R-body project 様より
資料ご提供
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2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会

正しく恐れ、正しく対応

リスクマネジメント

Under Control

2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会コロナ禍におけスポーツ- 選手村におけるフィットネス事例の事例 -
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2021年（令和３年）度の中間報告 スポーツ&レガシー分科会

健幸スポーツの駅・
健幸コンシェルジュの拡大
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静岡県清水町「健幸コンシェルジュ研修養成会」
日 時：2020年11月16日（火）14:00～16:00
会 場：図書館・保健センター複合施設「まほろば館」
受講者：28人。町職員(保健師や管理栄養士等)、町スポーツ施設等の指導員、地域スポーツクラブ等の指導員 等

2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会2021年（令和３年）度の活動報告 スポーツ&レガシー分科会健幸スポーツの駅・健幸コンシェルジュの拡大の事例

※静岡県清水町様より資料ご提供



分科会活動報告

「まちづくり分科会」

岸井隆幸 座長
（日本大学 特任教授）



一般社団法人ＳＷＣ協議会

「まちづくり分科会」
中間報告会資料

2021年 12月 03日



座長 岸井 隆幸 日本大学特任教授 参加団体 47団体（2021年09月末時点）

※ 2021年度 ５団体が休会

モデル都市ＷＧ参加メンバー

まちづくり分科会 座長・参加団体・モデル都市ＷＧ参加メンバー

（敬称略・順不同）

モデル都市 中野区ＷＧ 多摩市ＷＧ さいたま市ＷＧ

座長
浅見 泰司
（東京大学教授）

鈴木 徹
（都市再生機構理事）

浅見 泰司
（東京大学教授）

幹事会社 清水建設 都市再生機構 三井不動産

ＷＧメンバー

（モデル都市・座長・
幹事会社除く）

井上 茂 第一興商(休会中) イオン

つくばウエルネスリサーチ 大和ハウス工業 埼玉県 所沢市

東京アスレティッククラブ つくばウエルネスリサーチ 積水ハウス

パナソニック 日本交通計画協会 つくばウエルネスリサーチ

ポリテック・エイディディ 東日本電信電話 日建設計総合研究所

ミサワホーム パナソニック

オブザーバー 国土交通省 国土交通省 国土交通省

1



まちづくり分科会 モデル都市ＷＧ活動状況

中野区WG
(8団体)
座 長：浅見先生
幹事：清水建設(株)

【活動方針】１．子育て世代を支援する仕組みを検討し流出を抑制する
２．通過交通がないメリットを生かし、歩行促進の仕掛けを検討する
３．空家を活用した持続可能な仕組みを検討する
＋ 健康（スマートウェルネス）を加えて、中野版ＳＷＣを実現

【活動内容】「防災」「健康」二つのテーマを融合し、活動拠点である大和区民活動センターにおいて、
体操や健康度計測、非常食試食会、避難誘道路をウォーキングルートとした街あるきを実施
（各イベントには10～30名弱の参加・9割が高齢者・シリーズ化を求める声も6割）。
デジタル・情報技術を活用したウォーキングイベント・空き家の利活用の検討予定だったが、
コロナ禍において活動拠点の一部閉鎖により活動休止中。

多摩市WG
(6団体)
座長：鈴木徹
（都市再生機構理事）
幹事：都市再生機構

【活動方針】多摩市の『健幸まちづくり』へ向けたシナリオのテーマ
１．集合住宅団地を地域の核とした健康・福祉・交流の拠点づくり
２．NTにおける高齢者の移動ニーズからみたインフラの再構築

【活動内容】URが地域医療福祉化を進めている豊ヶ丘団地の賃貸施設において、居宅介護支援事業所
に併設したコミュニティスペース「健幸つながるひろば （愛称とよよん）」を開設。暮らしの相
談や情報発信、イベントや講座等の開催により気軽に立ち寄れる場、つながる場、暮らしを楽
しむ場として取り組み実施。
緊急事態宣言の間は拠点を閉鎖(宣言解除の間にＳＷＣ企業との連携イベントを実施）。
宣言解除後、コロナ禍の状況を見定めながら多摩市WGメンバーや近隣大学との連携
イベント等を企画検討。

さいたま市WG
(8団体)
座長：浅見先生
幹事：三井不動産(株)

【活動方針】１．スマートシティさいたまモデルの実践
スマートシティにおける健幸への取組を検討開始

２．様々な主体が広く連携したまちづくりの推進
ＵＤＣとＳＷＣ協議会との連携の可能性について、具体的に再検討する

【活動内容】当初は、大宮と美園を対象エリアとし、氷川参道・埼玉スタジアム2002を中心とした回遊
ルートの設定による健幸取組およびUDC（ＵＤＣＯ・UDCMi）との連携を検討。
2020年7月31日国土交通省のスマートシティ「令和２年度先行モデルプロジェクト」に
「さいたま市」（さいたま市スマートシティ推進コンソーシアム）が選定されたことをうけ、
さいたま市WGとして「健康」に関連する部分での連携として、健康マイレージを活用した
大宮駅・さいたま新都心駅周辺の回遊性向上や交通手段最適化を検討。
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拠点

民間所有拠点
（例：UR様所有団地）

公共所有拠点
(例：中野区大和区民
活動センター）

まちづくり分科会メンバー
まちづくり分科会内

SWC会員メンバー
まちづくり分科会外

ヒアリング等実施

多様な
コンテンツの提供

収支的に
サステナブルな
仕組みづくり

サステナブルな

「健幸まちづくり」
パッケージ化

拠点

パートナー コンテンツ

拠点

パートナー コンテンツ

例：
スポーツクラブ、美容関係企業、医薬品会社
健康食品関連企業、アカデミア等連携

パターン1「拠点型健幸まちづくり」

まちづくり分科会 今後の活動方針 3



まちづくり分科会 今後の活動方針

パターン2「プロジェクト型健幸まちづくり」

ネットワークの形成
・ウォーカブルシティへの取組み事例
等の研究 （勉強会）の実施
・「健康」への取組を検討している自
治体等へのヒアリング
・自治体他連携パートナーの探索

空間づくり
(例：歩行者専用道路化、

高架下有効活用、
再開発、ウォーカブル推進等）

収支的にサステナブルな
仕組みづくり

プロジェクトの選定
・複数団体の参加表明確認の上、
プロジェクト選定

・プロジェクトに「健幸まちづくり」
のアイディアをインプット

プロジェクトを探索

サステナブルな

「健幸まちづくり」
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事務局 大和ハウス工業（株） / 三井不動産（株） ＊任期２年交代

自治体等

座長・副座長

幹事会社

検討

メンバー

？

自治体等

拠点型

SWC協議会会員への
ヒアリング等により
プロジェクトへの参
加を募る

プロジェクト型

SWC会員
メンバー

空間づくりの動き・
健康への取組などの
観点で、連携できる
自治体等を探索

まちづくり分科会 今後の活動方針

運営体制【案】

まちづくり分科会
メンバー

SWC会員
メンバー

ＵＲ

まちづくり分科会
メンバー

SWC会員
メンバー

5

清水建設（株）



まちづくり分科会 今後の活動方針

「拠点型健幸まちづくり」進行・スケジュール

2021/10月 11月 12月 2022/1月 2月 3月

「座長・副座長・
WG幹事会社MT
（10/19）」

「まちづくり分科会
（11/10）」

「中間報告会
（12/3）」

コミュニティ拠点にてイベント企画検討等(関係企業等ヒアリング）

方針作成に向け
関係者と協議

まちづくり分科終了後

参加メンバー募集
（まちづくり分科会内）

参加メンバー募集
（SWC協議会内）

中間報告会終了後

新メンバーにヒアリング

新メンバーにヒアリング

座長・副座長・WＧ幹事会社終了後

予算申請検討
～12月

＊活動主体

多摩市ＷＧ⇒拠点型ＷＧ（ＵＲ）

事務局（三井不動産）

6



まちづくり分科会 今後の活動方針

2021/10月 11月 12月 2022/1月 2月 3月

「座長・副座長・
WG幹事会社MT
（10/19）」

「まちづくり分科会
（11/10）」

「中間報告会
（12/3）」

予算申請検討
～12月

座長・副座長・WＧ幹事会社終了後

自治体他関係各所へのヒアリング等(プロジェクト探索/ネットワーク形成）、事例研究 等
による自治体他連携パートナーの探索

＊活動主体

事務局（三井不動産）

「プロジェクト型健幸まちづくり」進行・スケジュール

7



【参考】会員一覧（企業） ５５社 2021年9月1日時点（50音順）

• 株式会社 東京アスレティッククラブ

• 東京電力エナジーパートナー
株式会社

• 株式会社 日建設計総合研究所

• 日本電信電話 株式会社

• 株式会社 白寿生科学研究所

• パナソニック 株式会社

• ＰｗＣコンサルティング 合同会社

(東日本電信電話 株式会社) 

• 株式会社 日立システムズ

(フェリカポケットマーケティング
株式会社) 

• 株式会社 ポリテック・エイディディ

• ミサワホーム 株式会社

• 三井不動産 株式会社

• 三井物産 株式会社

• 森永乳業 株式会社

• 株式会社 読売新聞東京本社

※（）書きはグループ企業として登録企業
下線はまちづくり分科会参加企業
（赤字はモデル都市WG参加企業）

【参考】SWC協議会 会員一覧（企業） 8

• 旭化成 株式会社

(旭化成建材 株式会社) 

(旭化成ファーマ 株式会社) 

(旭化成ホームズ 株式会社) 

(株式会社 旭リサーチセンター) 

• 株式会社 アシックス

• アストラゼネカ 株式会社

• アニコムホールディングス 株式会社

• 株式会社 R-body project 

• イオン 株式会社

(イオン北海道 株式会社) 

• ＮＥＣネッツエスアイ 株式会社

(株式会社 ＮＴＴドコモ) 

• 大塚製薬 株式会社

• オムロンヘルスケア 株式会社

• 株式会社 カーブスホールディングス

• 株式会社 カナミックネットワーク

• 株式会社 クラブビジネスジャパン

• 株式会社 国際開発コンサルタンツ

• サントリーホールディングス 株式会社

• 株式会社 資生堂

• 清水建設 株式会社

• スギホールディングス 株式会社

(スポーツクラブＮＡＳ 株式会社) 

• 積水ハウス 株式会社

• ＳＯＭＰＯホールディングス 株式会社

(ＳＯＭＰＯひまわり生命保険 株式会社) 

(ＳＯＭＰＯヘルスサポート 株式会社) 

(損害保険ジャパン 株式会社) 

• 第一生命保険 株式会社

(株式会社 第一生命経済研究所) 

(第一フロンティア生命保険 株式会社) 

• 大和ハウス工業 株式会社

• 株式会社 タニタ

(株式会社 タニタヘルスリンク) 

• 株式会社 つくばウエルネスリサーチ

• 株式会社 ディー・エヌ・エー

• 株式会社 電通

(株式会社 電通西日本) 



【参考】国土交通省 まちなかウォーカブル推進プログラム 9

出典 ：001321295.pdf (mlit.go.jp)

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001321295.pdf


【参考】国土交通省 まちなかウォーカブル推進プログラム 10



【参考】国土交通省 まちなかウォーカブル推進プログラム 11

314の推進団体
SWC協議会加入自治体23
首長研究会参加自治体45



【参考】国土交通省 まちなかウォーカブル推進プログラム 12



まちづくり分科会 今後の活動・活動予定

日時 会議名 概要

10月19日(火) 座長・副座長・ＷＧ幹事会社
ミーティング（リモート開催）

今後の活動方針を協議

１１月１０日(水) 第16回まちづくり分科会
（リモート開催）

今後の活動方針を共有

12月３日（金）
（本日）

SWC協議会 中間報告会
（リモート開催）

各分科会の進捗状況共有

4月
開催予定

座長・副座長・ＷＧ幹事会社
ミーティング（リモート開催?）

まちづくり分科会の活動状況報告と
2022年度の方向性を共有

5月
開催予定

第17回まちづくり分科会
（リモート開催？）

まちづくり分科会の活動状況報告と
2022年度の方向性を共有

6月
開催予定

SWC協議会 会員総会
（集合＆リモート併用開催？）

各分科会の進捗状況共有

１３



「拠点型 健幸まちづくりワーキンググループ」参加募集

スポーツクラブNAS様との連携イベント
「みんなで健幸体操」の様子
Zoomを利用したオンライン指導による健幸体操

2021年11月10日開催の「まちづくり分科会」にて、ワーキンググループの再編を実施することとなりました。

つきましては、下記の通り「拠点型 健幸まちづくりワーキンググループ（略称：拠点型WG）」への参加を募集いたします。

記

１．活動拠点 健幸つながるひろば（愛称：とよよん） ＜参考＞とよよんホームページリンク

（住所：東京都多摩市豊ヶ丘4-2-5-107）

２．活動内容 上記の活動拠点をベースとし、健幸に資するコンテンツの実施等により、 「拠点型 健幸まちづくり」を

目指します。

コンテンツをお持ちの方、コンテンツをお持ちではないもののアイデアをお持ちの方、本活動に興味の

ある方 、幅広い方のご参加をお待ちしております。

３．幹事会社 独立行政法人都市再生機構（UR 都市機構）様、 清水建設株式会社様

４．参加要件 SWC協議会会員であること

５．連絡先 SWC協議会まちづくり分科会 事務局 三井不動産株式会社 玉田

電話：０７０－４８４７－５５５８ メール：saw-tamada@mitsuifudosan.co.jo

６．参加締切 2021年12月24日（金)

（一旦期日にて締切とさせていただきますが、随時ＷＧへの参加は可能です）

７．その他 拠点型WGへの参加にあたり、SWC協議会会費以外の費用は発生しません。

ただし、交通費をはじめ活動にあたっての費用は各自のご負担となります。

14

https://kenkou-tsunagaruhiroba.localinfo.jp/pages/3691026/page_202003251840
mailto:saw-tamada@mitsuifudosan.co.jo


分科会活動報告⑤

「地域健幸ビジネス分科会」

丹羽 隆史 副座長
（株式会社タニタヘルスリンク 取締役会長）
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分科会・PJ名：地域健幸ビジネス分科会

■三島市での取り組み

• 健康無関心層の取り込み

✓地域健幸ビジネス分科会参画企業とともにペット愛好家向けイベントを開催（時期につい
ては調整中)。

✓イベントを通じて三島市の健康増進事業を告知するとともにイベントにあわせて開設予定
のペット愛好家のコミュニティサイトと健康増進事業サイトを連携させ、健康への関心を高
める施策（プッシュ通知等で情報発信等）を通じて同事業の参加者数拡大を図る。

• コロナ禍における歩数状況と減少対策 (次ページへ続く)

✓感染拡大が続いていた21年7月・8月の平均歩数が大幅減。9月以降上昇しているものの、
感染拡大前のレベルにまで回復していない（下図）。

20年 21年
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分科会・PJ名：地域健幸ビジネス分科会

■三島市での取り組み

• コロナ禍における歩数状況と減少対策

✓密を避けて楽しみながらウオーキングができる施策として、

スマートフォン向けのウオーキングアプリを活用。

✓スマートフォンの画面上のコースにチェックポイントを設け、

デジタルバッジやキャラクターなどを収集しながらチェック

ポイントを巡るコンテンツ（新規）で歩数増加を図る。

• 感染予防対策をとりながら事業を推進し、目標達成（2023年度）を目指す

✓健康増進事業の参加者数 ２，０００人 → ４，０００人

✓健幸アンバサダーを７３４人→１,５００人

✓アンバサダー講座についてはコロナ禍で開催が延期となっていたため、21年度中に
再開できるよう調整を行う。

• 市民が健康情報に触れる機会の増加策として、測定拠点を追加設置（ハクジュプラザ内）

✓ 20年12月～延べ6,280回の利用（延べ人数136人）

✓ ポイント交換実績延べ390回


